
テーマ 子どもの居場所の提供

区市町村 新宿区

児童館名 信濃町子ども家庭支援センター

活動名 相談支援事業との密な連携による身近な居場所での見守り体制

目的

・健全育成の役割を担う。

・支援を必要とする児童や保護者が居場所として落ち着いて過ごせるように

する。

主な対象 乳幼児親子～中高生

活動の経緯

実践内容

＜活動の経緯＞

　本区では、子ども総合センターを中心として地域に子ども家庭支援セン

ターが5か所あり、全センターに子どもと家庭の総合相談窓口のほか、乳幼児

親子のための専用室（ひろば）や児童館の流れをくむ児童コーナーを備えて

いる。また、多くの区立小学校内に放課後子ども教室を開設しており、放課

後はそのまま小学校で過ごすことができる環境を整えている。そのような背

景から当センターは、午後の時間も小学生の来館が少なく、比較的静かな雰

囲気で過ごせることが多く、乳幼児親子も静かな雰囲気がいいと口コミで来

館する姿も多くみられるようになった。また、同じフロアに相談窓口を開設

しているため、支援を必要とする児童や親子が居場所として過ごすことも多

い。行事を立てるときなども、来館する利用者が求めていることを考慮しな

がら組み立てるようにし、相談員と連携を密にして参加を促すようにしてい

る。その中で、支援を必要とする児童や親子の様子をみたり、一緒におしゃ

べりを楽しみながら、職員全員で見守る体制を整えている。

<実践内容＞

乳幼児親子対象

　・ペンギンサークル　1歳以上のお子さんと保護者

　・ひよこサークル　　3か月以上のお子さんと保護者

　・11月からは父親と子どもが一緒に参加できる行事として 月に1回土曜日

にプレイルームに線路を敷いて電車を走らせる「しなの鉄道]を開催する。

　・子育て支援講座（託児付き）

　　　母親がリフレッシュするための活動

　　　ヨガ、子育てコーチング

　　　ノーバディ・パーフェクト（NP）

小学生以上対象行事

　・伝承行事　隔月で行うキッチン、工作の会

　・センターまつり実行委員

　・くらやみたんけん

　・ぬり絵コンテスト

中高生対象

　来館時にやりたい行事を聞き一緒に企画、実施する。今年度はキッチンを

行ったり、センターまつりの小学生実行委員の手伝いをする。

　当センター利用者及び近隣の保育園子ども園対象

　観劇会　けん玉パフォーマンスショー

　　　　　　　バードマンショー



児童館のプロフィール

児童館名 信濃町子ども家庭支援センター

運営主体 公設公営

所在地・電話番号 新宿区信濃町２０　℡　０３－３３５７－６８５１

開館日・時間・休館日

開館日：月曜日～金曜日　９：３０～１８：００（中学生以上は１９：００

まで

　　　　　　※公立小学校の長期休業期間は９：００より開館

　　　　　 土曜日・日曜日・祝日９：３０～１８：００

休館日：年末年始（１２月２９日～１月３日）

活動の経緯

実践内容

毎月のお知らせ乳幼児用と小学生用を作成し、近隣小学校に全校配布する。

またホームページに掲載し来館しなくても情報が得られるようにしている。

当センターは４階なので１階の通り沿いの掲示板にポスターを作成し目立つ

ように貼るなどの工夫をしている。

相談員にも要支援児親子に情報を伝えられるように、ポスターや、お知らせ

が出来るとすぐに配布するようにしている。

効果や課題

要支援児親子が、直接来館しているので、職員との関係も出来ている。参加

してもらいたい行事等、声を掛けやすくスムーズに参加してもらえる。またさ

りげない会話からいろいろなことを知り、何を支援すればよいのかも知るこ

とが出来る。

課題としては、今現在は小学生の来館が少ないが、ニーズによっては流動的

に増えることも考えられる。その時にどうすればよいのかを、きちんと想定

して話し合える協力体制を整える必要がある。子どもたちにとって、居心地

の良い居場所となれれば良いと思う。


